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環境経営レポート

　(令和4年度版）

運用期間：令和4年3月～令和5年2月

　　　　　

三星興産　有限会社

令和　5年　３月１日　発行
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認証番号0012802
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環　境　経　営　方　針
基本理念

  三星興産（有）は、解体工事ほか一般の土木工事の施工を通じて「快適な暮らしと
環境」「地球環境への調和」を掲げ、全社員が事業活動のあらゆる局面で、地球環境
に影響を与えていることを認識し、配慮して行動します。

行動指針

環境経営システムを構築・運用し、環境経営の持続的改善を推進します。そのため
に以下の事項を重点的に取り組みます。

１．二酸化炭素排出削減に取り組みます。

　　使用エネルギー（電気、ガソリン、軽油）の削減

２．省資源並びにリサイクルの推進

　①　環境負荷の少ない廃棄物処理工程への転換

　②　分別等による産業廃棄物の削減

　③　適正な維持管理を推進し資機材寿命の長期化

３. 水使用量の削減をします。

４．最新の公害防止技術や環境保全技術の導入を図ります。

５．環境負荷の少ない廃棄物の排出を事業者に提案します。

６．環境にやさしい製品・サービスの採用を進めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改訂　２０２１年３月１日

　　　　　　　　　　三星興産有限会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 星山　稔和

７．事業活動に関連する環境関連法規や条例等を遵守します。

８．地域社会と良好な環境コミュニケーションを図り、地域の環境保全に努めます。

９． この環境経営方針は、従業員全員に周知するとともに、研修や教育を行い環境
　保全に向けた意識の向上に努めます。

１０．この環境経営方針は広く一般に公表します。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定　２０１８年８月１日



　　　　売上金額　　　 　　　　　　 344,544（千円）
　　　　産業廃棄物処分(破砕)量　 　　12,294　トン　    
　　　　産業廃棄物収集運搬量　        　826  トン 　 　

　 本社 内日プラント 工事 常用作業員
従業員数 2人 2人 7人 7人
延べ床面積 50㎡ 9,000㎡ － 1

（取組の対象組織・活動の明確化）

２　取組の対象組織・活動

◆　組織の概要

　(1)　名称及び代表者名
　　　　三星興産（有）
　　　　代表取締役社長　星山　稔和
　(2)　所在地
　　　　本社　　　　　〒752-0978　山口県下関市長府侍町2丁目4番4号
　　　　内日プラント　〒750-0251　山口県下関市大字植田字井が迫546
　
　(3)　環境管理責任者及び担当者氏名並びに連絡先
　　　　環境管理責任者　代表取締役　星山稔和　TEL　083-245-8388
　　　　　メールアドレス　　　sansei.eco@iris.ne.jp
　　　　環境管理担当者　　　　　　　立石英子　TEL　083-289-2388
　　　　　メールアドレス　　　sansei.eco@iris.ne.jp

 　(4)　事業内容
　　　　とび・土工・コンクリート工事業　建物および構造物の撤去・産業廃棄物の
　　　　収集運搬及び処分業（廃棄物の中間処理）
　

　(6)　事業年度　　3月～翌年2月

◆　認証・登録の対象範囲　　（全組織・全活動）
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　　　 設立年月日　　昭和63年3月1日

　　　 資本金　　　　300万円

　　(5)　　事業規模               （2022年度実績） （2021年3月～2022年2月）
　



有 無

（これらのうち、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）
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３　許可一覧

◆産業廃棄物収集運搬業許可

産業廃棄物収集運搬業 許可項目（事業の範囲）

● ● ● ●
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令和3年3月9日～
令和8年3月8日

第03500066735号 ● ● ● ● ● ●

（これらは、石綿含有産業廃棄物であるものを含み、
　及び特別管理産業廃棄物であるもの除く。）以上13種類

● ● ● ●

◆産業廃棄物処分業許可

産業廃棄物処分業 許可項目（事業の範囲）

都道府県
及び

政令都市

許可年月日
及び

有効年年月日
許可番号

事
業
区
分

　
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

　
金
属
く
ず

　
ガ
ラ
ス
く
ず
･
陶
磁
器
く
ず
･

　
コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず

　
汚
泥

　
紙
く
ず

　
木
く
ず

　
繊
維
く
ず

　
ゴ
ム
く
ず

　
が
れ
き
類

● ● ● ●下関市
令和2年1月1日～
令和6年12月31日

第07520066735号 中間処理（破砕） ● ● ●

山口県
令和3年3月9日～
令和8年3月8日

第03520066735号 中間処理（破砕）移動式 ●

●

● ● ● ●



ダブルキャブ

処理能力

保有車輌

種類 仕様 台数

収集運搬車輌

4tﾀﾞﾝﾌﾟ 2台

2tﾀﾞﾝﾌﾟ 2台

破砕
(移動式を

含む)

固定式

がれき類 680t/日

2台

軽トラック 1台

4ｔアームロール 2台

金属くず 123.02t/日

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・
陶磁器くず

174.18t/日

38.1/日

ゴムくず 13.06t/日

がれき類

処理方式 種類 処理能力 処理施設

13.06t/日

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず・
陶磁器くず

680t/日

自走式

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

10ｔｱｰﾑﾛｰﾙ 1台

174.18t/日

紙くず 13.06t/日

木くず 59.88t/日

繊維くず

処理方法



注：　★印の廃棄物につきましては、今現在引き受けをしておりません。

　二軸破砕機

　投入ボックス、破砕ケース、回転軸、サイクロン減速機、操作盤、架
台

等から構成されていて回転刃より品物を破砕する。

　施設１
　　ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類
　施設２
　　廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず

前処理 中間処理 保管 最終処分

廃棄物の種類

処理施設の処理方式
及び設備

　破砕施設１、破砕施設２　（いずれも移動式を含む）

　下関市大字植田字井ヶ迫546

　平成１６年10月8日

　許可書裏面記載

４　処理工程

処理施設の種類

設置場所

設置年月日

処理能力

受付・計量

処理工程図

廃プラス
チック類

分別 破砕

圧縮梱包
燃料

木くず 木質チップ
発電・燃料

用原料

売却

埋立処分

紙くず
圧縮梱包
再生原料

売却

★ 繊維くず 焼却 埋立処分

★ ゴムくず 焼却 埋立処分

中間処理

売却

再生路盤材 売却

アスファル
ト

再生路盤材 売却

ガラスくず・コ
ンクリートく
ず及び陶磁
器くず
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がれき類 再生路盤材 売却

埋立処分

金属くず
圧縮・切断
製鋼用原料



工事部門
販売部門
総務部門

産廃部門
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５　組織図

EA21実施体制

代表取締役社長
星山稔和

ＥＡ２１委員会

環境管理責任者
星山　稔和

ＥＡ２１事務局



６．　２０２2年度の環境経営目標および中期環境経営目標、環境経営目標の達成状況

目標 実績 判定

212,632以下 293,948 210,394以下 208155以下
（-5％） 31.3% （-6％） （-7％）

3,097以下 4,010 3,064以下 3,032以下

（-5％） 23.0% （-6％） （-7％）

15,464以下 18,275 15,301以下 15,139以下

（-5％） 12.3% （-6％） （-7％）

61,666以下 103,497 61,017以下 60,368以下

（-5％） 59.4% （-6％） （-7％）

4,418以下 14,311 4,372以下 4,325以下

（-5％） 207.7% （-6％） （-7％）
12,336以下 1,477 12,206以下 12,076以下
（-5％） -88.6% （-6％） （-7％）

2 － 節水 節水 〇 節水 節水

①　近隣の清掃 １回／月 2 ― 1 1 〇 1 1

注１　：　一般廃棄物（紙くず）、自社発生産業廃棄物も極めて少ないので、目標設定はせず適正に管理します。
注２　：　ＰＲＴＲ法対象化学物質を使用していないので、化学物質使用量削減に係る目標は掲げません。
注３　：　「水使用量の削減」は、井戸水を使用しているため、数量把握ができません。したがって、数値目標を掲げません。
注４　：　事務用品の購入量も極少ないので目標は掲げず、車・重機・事務用品などを購入する都度グリーン購入に配慮します。

注６　：　目標及び実績の下欄は、基準年度値に対する増減割合（％）をしまします。

1 二酸化炭素排出量の削減 ｋg-CO2

２０２３年度
3月～2月

×

電力使用量の削減
（本社）

kWh

２０２４年度

1

①

×

注５　：　注1：電力と燃料の使用量削減に注力し、「燃料から電化」「自らグリーン電力を作り、使用」「グリーン電力（ＣＯ２排出も小さい）を購入」を推進しているため、

　水使用量の削減 井戸水（測定不可）

Ｘ

②

ℓ 12,985

電力使用量の削減
（プラント）

⑤

環境経営目標

環境経営目標 単位

基準年度

２０１７年度

16,278

２０２２年度

3

223,823

3,260

〇

×

③ 軽油使用量の削減 ℓ 64,912

②　不法投棄の見回

kWh

2

灯油使用量の削減
（プラント）
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― 1 1 〇 1１回／月

　　　　　　電力のＣＯ２調整後排出係数は”エネルギー使用年度の係数（下記表参照）”を用いた。

④ ガソリン使用量の削減 ℓ 4,651 ×

サービス
に関する
事項他

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

中国電力 0.677 0.636 0.585 0.521 0.545 0.545

リコージャパン(ﾒﾆｭｰE) 0.370 0.370 0.370

(kg-CO2/kWh)

(kg-CO2/kWh)

排出係数



　

〇 継続

〇 継続

〇 継続

環境経営目標：２　サービスに関する事項他　　　　　　　　（達成）　　次年度も継続

環境経営目標：１－① 電力使用量の削減（本社）　（未達成）　　次年度も継続

取組み計画 実施状況 次年度 評価

７.環境経営計画および取組成果とその評価、
　　　並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

1）エアコン設定温度を決め、実行する × 継続

目標値には、届かな
かったが、今後も継続
し達成できるように心
がける。

2）昼休みの消灯 〇 継続

３）残業時の不要な照明の消灯 〇 継続

４）長時間席を離れる時、パソコンの電源ＯＦＦ × 継続

5）エアコンは定期的にフイルターの清掃をする 〇 継続

環境経営目標：１－② 電力使用量の削減（プラント）　（未達成）　　次年度も継続

取組み計画 実施状況 次年度 評価

1）エアコン設定温度を決め、実行する △ 継続

供給電力会社変更によ
り、使用量自体は増え
ているが、二酸化炭素
排出の削減には、なっ
ている。

2）昼休みの消灯 〇 継続

３）残業時の不要な照明の消灯 〇 継続

４）長時間席を離れる時、パソコンの電源ＯＦＦ 〇 継続

5）エアコンは定期的にフイルターの清掃をする 〇 継続

環境経営目標：１－③ 軽油使用量の削減　（未達成）　　次年度も継続

取組み計画 実施状況 次年度 評価

1）ふんわりスタートの推進 〇 継続 仕事量により使用量が
増えましたが、活動は
実践できているので、
この活動を継続しま
す。

2）車間距離を空ける 〇 継続

3）タイヤの空気圧の調整

4）アイドリングストップ（重機）

環境経営目標：１－④ ガソリン使用量の削減　（未達成）　　次年度も継続

取組み計画 実施状況 次年度 評価

1）ふんわりスタートの推進（本人の採点） 〇 継続 仕事量の増減により使用
量が増えましたが、活動
は実践できているので、
この活動を継続します。

2）車間距離を空ける（本人の採点） 〇 継続

3）タイヤの空気圧の調整

環境経営目標：１－⑤ 灯油使用量の削減（プラント）　（達成）　　次年度も継続

取組み計画 実施状況 次年度 評価

1）アイドリングストップ（重機） 〇 継続
比較的実施できている。

2）投入量の適量管理 〇 継続

取組み計画 実施状況 次年度 評価

①近隣の清掃 〇 継続
目標通り

②不法投棄の見回り 〇 継続
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環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

なお、関係当局からの違反等の指摘はありませんでした。

１０

８.環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

廃棄物のリサイクル率は、木くず・金属・がれき類（コンクリー
ト・アスファルト）廃石膏ボードに関して手は、100％を実施し
ておりますが、廃プラスチック類の一部やがれき類（瓦・サイ
ディング他）についてはまだまだリサイクル率をあげる余地があ
ると思います。特に量的にも多くを占めるがれき類に関してのリ
サイクルは大きな課題です。

９.代表者による全体の評価と見直し・指示


